
要　旨紹　介

　本報告は，平成16年に実施した「第2回犯罪被害実態（暗数）調査」の結果をまとめたものであり，

以下では，利用の参考のため，その要旨を紹介する。

　1　研究の実施目的

　本研究の目的は，一般国民を対象に，①罪種別の犯罪被害の有無，犯罪被害の回数，犯罪被害の場所，

捜査機関への被害申告の有無，申告又は不申告の理由等について調査し，暗数を含んだ犯罪被害実態の

一端を明らかにすること，②犯罪に対する不安，防犯対策の状況及び我が国の治安に関する認識を調べ

ることのほかに，③第5回国際犯罪被害実態調査に参加し，我が国と他国との国際比較を行うことであ

る。

　2　研究の実施方法

　全国の16歳以上の男女のうち無作為に選ばれた3，000人の個人及びその世帯を調査対象とした。サンプ

リング方法としては，層化二段無作為抽出法を用いた。

　調査は，基本的に，調査員が選ばれた調査対象者の住所を訪問して，質問紙に従って聞き取り調査を

行う形で実施したが，女性の性的暴行被害に関する質問については，前回調査の方法と異なり，自記式

調査方式（調査対象者が質問紙に自己記入し，封をした上で，調査員に手渡す方法）とした。

　調査期間は，平成16年2月1日から同月29日までであった。

　質問項目は，犯罪被害に関する質問項目と犯罪に対する不安等の意識を尋ねる質問項目から構成され

る。犯罪被害の有無等に関する質問においては，罪種別に過去5年間の被害の有無を確認した上で，被

害体験のあった者を対象に，被害に遭った時期，回数，場所，被害の申告の有無，申告・不申告の理由

等について調査している。他方，犯罪に対する不安等の質問項目においては，犯罪に対する不安，防犯

対策の状況，我が国の治安に関する認識等について，調査対象者全員に対し質問している。

　原則として，前回調査の質問紙を踏襲したが，調査する罪種に恐喝及びひったくりを追加するととも

に，我が国の治安に関する認識についての質問を追加するなどした。

　3　実施結果の概要

　（1）犯罪被害の実態

　犯罪被害については，世帯単位での被害（世帯犯罪被害）と個人単位での被害（個人犯罪被害）に分

けて調査することとし，調査した罪種は，世帯犯罪被害では自動車盗など7罪種，個人犯罪被害では強

盗など8罪種（消費者詐欺，汚職を含む。）であった。

　ア　犯罪の被害率は，個人犯罪被害に比べ，世帯犯罪被害が高いが，その中で，自転車盗が最も高く，

　　自動車損壊，バイク盗が続いている。平成12年に実施した第1回犯罪被害実態（暗数）調査（以下

　「12年調査」という。）との経年比較では，自転車盗のみに統計的に有意な低下が認められた。

　イ　犯罪の申告率は，世帯犯罪被害の中では自動車盗，バイク盗，車上盗及び不法侵入が高いが，自

　動車損壊及び不法侵入未遂の申告率は低く，罪種による申告率の差が大きい。個人犯罪被害では，

　　申告率が50％を下回る罪種が多い中で，ひったくりの申告率が高い。12年調査との経年比較では，

　車上盗及び自転車盗で申告率が統計的に有意に上昇し，不法侵入未遂で統計的に有意に低下してい
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　た。

ウ　犯罪の重大性の認識は，世帯犯罪被害では，自動車盗が最も高く，次いで，不法侵入となってい

　る。個人犯罪被害では，ひったくりが最も高く，次いで，恐喝となっている。一方，未遂を含む調

　査項目である不法侵入未遂及び強盗（未遂を含む。）で，重大性の認識が低くなっている。12年調査

　との経年比較では，統計的に有意な差が生じている罪種はなかった。

工　各罪種別に，犯罪被害を受ける確率にどのような属性要因が影響を与えるかを見るために，ロジ

　スティック回帰分析を実施した。世帯犯罪被害のうち，乗り物に関連する被害については，都市規

　模，乗り物保有台数，住居形態などで被害に遭う確率がかなり影響されることが示された。個人犯

　罪被害については，被害に遭った人数が少ないこともあり，有意に影響を及ぼす要因はあまり多く

　認められなかった。ただ，恐喝は年齢が低いほど被害に遭う確率が高まり，ひったくりは都市規模

　が大きいほど被害に遭う確率が高まる傾向等がうかがわれた。

　（2）犯罪に対する不安等の実態

ア　犯罪に対する不安は，12年調査との経年比較の結果，犯罪に遭う不安が高まっていることが認め

　られた。さらに，どのような属性を持っ層において不安が高まっているかを分析したところ，概し

　て，都市規模別では大都市の方が，年齢層別では40歳未満で，犯罪に対する不安がより強まってい

　ることがっかがわれた。

イ　犯罪に対する不安についても，どのような属性要因が影響を与えるかを見るために，ロジスティッ

　ク回帰分析を実施した。その結果，都市規模，男女別，年齢等の要因が統計的に有意な影響を与え

　ていることがうかがわれた。

ウ　防犯対策の状況は，12年調査と比較して，今回調査では，「何の防犯設備もない」の比率が低下し

　ており，何らかの防犯対策をしている者の比率が上昇していた。また，各種防犯対策の有無と犯罪

　に対する不安との関係を見たところ，侵入防止警報機，特別のドア鍵等の防犯対策を行っている者

　の方が，行っていない者よりも犯罪に対する不安が高い傾向がうかがわれた。

工　今回調査では，我が国の治安に関する認識にっき，現在の我が国の治安に関する認識，過去と比

　較した我が国の治安の現状に関する認識，将来の我が国の治安に関する認識の項目に分けて質問し

　た。現在の我が国の治安に関する認識については，「悪い」と認識している者が60％を超えていた。

過去と比較した我が国の治安の現状に関する認識についても，「悪くなった」とする者の比率は

75．5％を占めていた。また，将来の我が国の治安に関する認識について，「悪くなる」と悲観的にと

　らえている者の比率が最も高かった。

オ　現在の我が国の治安認識についても，どのような属性要因が影響を与えるかを見るために，ロジ

　スティック回帰分析を実施した。その結果，都市規模，男女別，年齢層などは統計的に有意な影響

　を与えず，過去5年間の犯罪被害の有無のみが有意な影響を与えていた。また，現在の我が国の治

　安認識と犯罪に対する不安との関係を見たところ，現在の我が国の治安状況を悪いと認識している

　ほど，犯罪に対する不安も高くなる傾向がうかがわれた。
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